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2024年5月、南九州一円をカバーするJ-Adviserが誕生しました。

地方銀行系の証券会社では初登場です。

地方創生、地域企業の活性化を目指す地方の金融機関が

どのような思いで IPO支援に取り組んでいるのか、

TOKYO PRO Marketをどのように活用しようとしているのか伺いました。

南九州の地でIPO支援を始めた経緯を教えてください。
 海ヶ倉　弊社は、肥後銀行と鹿児島銀行が経営統合して立
ち上げた九州フィナンシャルグループ（九州FG）の一員とし
て2017年に設立されました。九州FGの目的は、熊本県、
鹿児島県、宮崎県の南九州一帯の「地域の価値を共創する」
ことです。地域経済の発展なくして我々の存在はありません
から、地域の企業に発展していただく仕組みとして『証券会社』
を作ることは、グループ設立当初から計画されていました。そ
れも経営陣が考えたのは、主幹事証券として引受業務ができ
る証券会社にすることです。ですから我々は、設立後すぐに
上場支援の体制づくりに取りかかりました。

上場支援のノウハウはどのように取得したのですか。
海ヶ倉　銀行業務でもファイナンスで事業活性化のお手伝い

 海ヶ倉　白坂を含む二人が、大手証券会社で2年半勉強し
て戻ってきた2020年、「法人ソリューション室」を発足させて
IPO支援業務をスタートしました。この頃からTOKYO PRO 
Market(以下TPM)のJ-Adviserの取得は考えておりまして、
資格取得の要件を満たすためにもう一人、大手証券会社の
「公開引受部」に出向させました。この三人目が戻ってきたと
ころでJ-Adviserの申請に向けた準備を開始しました。

地銀系の証券会社がIPO支援の体制づくりを行うのは大変
なのですね。
 海ヶ倉　上場のインフラもプレーヤーも大都市に集中している
ので、地方の金融機関がIPO支援を行うためには、人材育
成と体制づくりにコストも時間もかかるのです。しかし地域を活
性化させていくためには、まず自分たちが力をつけなければ支
援も何もできません。南九州全体の価値を上げるために、我々
が率先して進めるべきプロジェクトとして取り組んできました。

TPMへの上場はどのような企業にお勧めしようと考えていま
すか。
 海ヶ倉　弊社の事業基盤である熊本県、鹿児島県、宮崎
県に本社を有する企業で、長い歴史を持つレガシー企業から
成長性を有するベンチャー企業まで幅広に対象としています。

南九州の企業にはどのような特徴がありますか。
 白坂　南九州は水産業や畜産業といった業種が多くあり、
年商50億円以上の加工業社やECを含めた販売業社が多
数存在しています。特に事業規模に制限は設けていません
が、全国に拠点を広げたい、製品を売りたいといった企業様
をターゲットに考えています。上場を通じて、熊本や鹿児島・
宮崎の食材や製品が全国や海外に広まって欲しいと我 も々思
っているのです。
　企業の特徴としてはやはりレガシー企業が多く、南九州には
ポテンシャルのある企業様がたくさんあります。ただ地方はどこ
もそうだと思いますが、徐々にシュリンクしていく中で生き残りを

かけて変化していかなければなりません。レガシー企業は事業
承継や知名度に課題を抱えていることが多いので、そうした
企業様にこそTPMを目指していただきたいと考えています。

レガシー企業はオーナー経営者が多いと思いますが、IPO
に興味を示していただけますか？ 
  白坂　事業承継の延長線上でIPOという選択肢をお話し
すると、興味を持っていただけることが多いです。それも、ル
ールを明確にする、マニュアルを作るといったIPOのプロセス
に関心を示されます。社長さんから次世代に事業継承すると
きに、同じ苦労はさせたくない、明確なルールや組織を作った
上で引き継ぎたいというお考えなのでしょう。また「先代よりさ
らに発展していくためには何をすれば良いか」と考える経営
者さんにとっても、その答えがIPOのプロセスの中に多く含ま
れているのだと思います。「上場するかはわからないけれど内
部統制を整えたい」、「いつでも上場できる体制の会社にした
い」といったお言葉がいただけると、非常に手応えを感じます。

J-Adviserとしての九州FG証券さんの強みをお話いただけ
ますか。
海ヶ倉　弊社の強みは、大きく２点あります。一つは地域に

根ざした証券会社であることです。地域の中でポテンシャルの
ある企業を掘り起こし、身近でサポートできるのが我々の一番
の強みだと思います。企業様にとっても、地元の肥後銀行、
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はしますが、上場に向けてのスキームとは大きな違いがありま
す。ですから上場支援については、人材育成から始める必
要がありました。そこで大手証券会社の経験者を採用するこ
とも検討しましたが、私どもとしては銀行業務をよく理解したプ
ロパー行員を専門家に育てたいと考え、肥後銀行出身者と鹿
児島銀行出身者から一人ずつ、それぞれ異なる大手証券会
社に出向派遣しました。そのうちの一人が白坂です。
  白坂　銀行出身の私にとって、大手証券会社への出向はと
ても新鮮でした。出向先では「引受審査部」で上場審査を
させていただいて、財務だけでなく、コーポレート・ガバナン
スや内部統制を審査するところが大きな学びでした。銀行業
務における融資に関する審査は、財務などの定量面が中心
ですが、上場審査においては、社内規程が整備されているか、
有効に運用されているかといった定性的な側面を重点的に審

査いたします。企業様が成長していくのに何か障害があると
したら、そういったところに原因があるのかもしれないと気づく
ようになり、我々のキャパシティも広がったと思います。

鹿児島銀行とお取引をいただき、その延長線としてお付き合
いいただけるので、上場に対する敷居を低く感じていただけ
ると思います。
　もう一つは、九州FGのグループ力です。地域経済の悩み
は千差万別で、事業承継や人材不足、販路拡大、DX支
援など様々です。そういった課題に、弊社一社では解決でき
なくてもグループ全社を挙げれば解決できることも多くあります
ので、この力をフル活用していただきたいと思っています。

 J-Adviserがすぐそばにいて上場支援をしてくれるのは心強
いですね。
海ヶ倉　私どもが一番感じてきたことは、南九州の地では「上
場」が雲の上のことのように遠く感じるということです。地方
企業にとって上場はとてもハードルが高く、そこまで考えていら
っしゃらない企業がほとんどなのです。
　ですから私どもの役目は、「IPOとは何ぞや」といったレク
チャーをして、TPMという身近な上場市場があって「皆様の
会社も目指せますよ」とお話することなのです。そうしてはじ

めて「可能性があるんだ」と現実味を持っていただけます。
実際、鹿児島では、原材料や製品の供給では非常に大きな
シェアを持っているけれども、大手企業のOEMで販売してお
り上場は考えていないという企業様が多くあります。しかしそ
ういった企業様には、ぜひ自信を持ってご自分たちも上場を目
指し、自社ブランドを築いてステータスを上げていっていただき
たい。それが地域のブランド力の強化、地域経済の発展にも
つながっていきますから、私どもはそのお手伝いをしたいと思
っているのです。

南九州の地では、企業の発展と地域の活性化がダイレクト
につながっていますね。
海ヶ倉　まさしく上場支援は「地域貢献」であると思っていま
す。上場して企業が成長すると、雇用が創出され、地域の
中でシンボリックな存在になって地域発展の起爆剤にもなって
いただけるでしょう。ですから我々がJ-Adviserの資格を取得
したことで、経営者の皆様に上場を身近に感じていただける
ようになってきたことは、非常に大きな意味を持っているのです。

潜在的なターゲット企業数は何社ぐらいありそうですか？
 海ヶ倉　いま主だったところでは、熊本と鹿児島で10社ずつ
ぐらい頻繁にお伺いしてお話させていただいています。もう上

場準備に取りかかっている企業様も４社あります。当面の目標
としては、向こう3年で1社目のTPM上場企業を輩出したい
と考えています。その後は、年間2社程度の企業をTPMに

上場していただけるよう尽力してまいります。

今後の活動を教えてください。
  白坂　まずはIPOやTPMの啓蒙活動が中心ですが、熊
本市や鹿児島市など中心部だけでなく、周辺の市町村や島
嶼部、山間部においてもセミナーや勉強会を開催していきた
いと思っています。そうした地域にこそ光る企業があると思い
ますので、私どもとしては、特定投資家の皆様に地方の光る
企業をご紹介して投資機会を提供したいと考えています。
　また鹿児島県においては、県や監査法人と連携して「鹿
児島IPOプロジェクト」を発足させ、IPOに関するセミナーを
開催しています。約半年間に渡るカリキュラムですが、2023
年は約30社が参加されました。2024年も同様の企画を8月
から行っております。
 海ヶ倉　私どもはTPMを、地方企業が上場を目指すうえで
の最初のステップと捉えており、お客様が希望された場合は
一般市場へのステップアップ上場への挑戦も積極的にサポー
トしていきたいと考えています。そのために弊社では、引受業
務ができるよう体制を整えているところです。上場された企業
様の株式は、やはり地元の方にも知っていただいて持ってい
ただきたいと考えていますので。
　お客様の挑戦するフィールドが全国や海外に広がっても、

サポートする会社は傍にいて欲しいと思われるお客様は多い
ですから、私どもは地元で企業様に寄り添ってともに発展を目
指したいと思っています。九州の北は佐賀銀行さんが
J-Adviserを取得され、南は我 と々いう体制が整いました。
TPMへの上場は雲の上の存在ではなく、「地元でもできます
よ」と地域の皆さんを鼓舞して、ともに九州を盛り上げていき
たいと思っています。

南九州の企業に
上場という選択肢を！
南九州の企業に
上場という選択肢を！

上場プロセスが企業を強くする
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上場プロセスが経営者の悩みを解決する

IPOの可能性を伝え、自信を持つお手伝いをしたい

南九州の地でIPO支援を始めた経緯を教えてください。
 海ヶ倉　弊社は、肥後銀行と鹿児島銀行が経営統合して立
ち上げた九州フィナンシャルグループ（九州FG）の一員とし
て2017年に設立されました。九州FGの目的は、熊本県、
鹿児島県、宮崎県の南九州一帯の「地域の価値を共創する」
ことです。地域経済の発展なくして我々の存在はありません
から、地域の企業に発展していただく仕組みとして『証券会社』
を作ることは、グループ設立当初から計画されていました。そ
れも経営陣が考えたのは、主幹事証券として引受業務ができ
る証券会社にすることです。ですから我々は、設立後すぐに
上場支援の体制づくりに取りかかりました。

上場支援のノウハウはどのように取得したのですか。
海ヶ倉　銀行業務でもファイナンスで事業活性化のお手伝い

 海ヶ倉　白坂を含む二人が、大手証券会社で2年半勉強し
て戻ってきた2020年、「法人ソリューション室」を発足させて
IPO支援業務をスタートしました。この頃からTOKYO PRO 
Market(以下TPM)のJ-Adviserの取得は考えておりまして、
資格取得の要件を満たすためにもう一人、大手証券会社の
「公開引受部」に出向させました。この三人目が戻ってきたと
ころでJ-Adviserの申請に向けた準備を開始しました。

地銀系の証券会社がIPO支援の体制づくりを行うのは大変
なのですね。
 海ヶ倉　上場のインフラもプレーヤーも大都市に集中している
ので、地方の金融機関がIPO支援を行うためには、人材育
成と体制づくりにコストも時間もかかるのです。しかし地域を活
性化させていくためには、まず自分たちが力をつけなければ支
援も何もできません。南九州全体の価値を上げるために、我々
が率先して進めるべきプロジェクトとして取り組んできました。

TPMへの上場はどのような企業にお勧めしようと考えていま
すか。
 海ヶ倉　弊社の事業基盤である熊本県、鹿児島県、宮崎
県に本社を有する企業で、長い歴史を持つレガシー企業から
成長性を有するベンチャー企業まで幅広に対象としています。

南九州の企業にはどのような特徴がありますか。
 白坂　南九州は水産業や畜産業といった業種が多くあり、
年商50億円以上の加工業社やECを含めた販売業社が多
数存在しています。特に事業規模に制限は設けていません
が、全国に拠点を広げたい、製品を売りたいといった企業様
をターゲットに考えています。上場を通じて、熊本や鹿児島・
宮崎の食材や製品が全国や海外に広まって欲しいと我 も々思
っているのです。
　企業の特徴としてはやはりレガシー企業が多く、南九州には
ポテンシャルのある企業様がたくさんあります。ただ地方はどこ
もそうだと思いますが、徐々にシュリンクしていく中で生き残りを

かけて変化していかなければなりません。レガシー企業は事業
承継や知名度に課題を抱えていることが多いので、そうした
企業様にこそTPMを目指していただきたいと考えています。

レガシー企業はオーナー経営者が多いと思いますが、IPO
に興味を示していただけますか？ 
  白坂　事業承継の延長線上でIPOという選択肢をお話し
すると、興味を持っていただけることが多いです。それも、ル
ールを明確にする、マニュアルを作るといったIPOのプロセス
に関心を示されます。社長さんから次世代に事業継承すると
きに、同じ苦労はさせたくない、明確なルールや組織を作った
上で引き継ぎたいというお考えなのでしょう。また「先代よりさ
らに発展していくためには何をすれば良いか」と考える経営
者さんにとっても、その答えがIPOのプロセスの中に多く含ま
れているのだと思います。「上場するかはわからないけれど内
部統制を整えたい」、「いつでも上場できる体制の会社にした
い」といったお言葉がいただけると、非常に手応えを感じます。

J-Adviserとしての九州FG証券さんの強みをお話いただけ
ますか。
海ヶ倉　弊社の強みは、大きく２点あります。一つは地域に

根ざした証券会社であることです。地域の中でポテンシャルの
ある企業を掘り起こし、身近でサポートできるのが我々の一番
の強みだと思います。企業様にとっても、地元の肥後銀行、

はしますが、上場に向けてのスキームとは大きな違いがありま
す。ですから上場支援については、人材育成から始める必
要がありました。そこで大手証券会社の経験者を採用するこ
とも検討しましたが、私どもとしては銀行業務をよく理解したプ
ロパー行員を専門家に育てたいと考え、肥後銀行出身者と鹿
児島銀行出身者から一人ずつ、それぞれ異なる大手証券会
社に出向派遣しました。そのうちの一人が白坂です。
  白坂　銀行出身の私にとって、大手証券会社への出向はと
ても新鮮でした。出向先では「引受審査部」で上場審査を
させていただいて、財務だけでなく、コーポレート・ガバナン
スや内部統制を審査するところが大きな学びでした。銀行業
務における融資に関する審査は、財務などの定量面が中心
ですが、上場審査においては、社内規程が整備されているか、
有効に運用されているかといった定性的な側面を重点的に審

査いたします。企業様が成長していくのに何か障害があると
したら、そういったところに原因があるのかもしれないと気づく
ようになり、我々のキャパシティも広がったと思います。

鹿児島銀行とお取引をいただき、その延長線としてお付き合
いいただけるので、上場に対する敷居を低く感じていただけ
ると思います。
　もう一つは、九州FGのグループ力です。地域経済の悩み
は千差万別で、事業承継や人材不足、販路拡大、DX支
援など様々です。そういった課題に、弊社一社では解決でき
なくてもグループ全社を挙げれば解決できることも多くあります
ので、この力をフル活用していただきたいと思っています。

 J-Adviserがすぐそばにいて上場支援をしてくれるのは心強
いですね。
海ヶ倉　私どもが一番感じてきたことは、南九州の地では「上
場」が雲の上のことのように遠く感じるということです。地方
企業にとって上場はとてもハードルが高く、そこまで考えていら
っしゃらない企業がほとんどなのです。
　ですから私どもの役目は、「IPOとは何ぞや」といったレク
チャーをして、TPMという身近な上場市場があって「皆様の
会社も目指せますよ」とお話することなのです。そうしてはじ

めて「可能性があるんだ」と現実味を持っていただけます。
実際、鹿児島では、原材料や製品の供給では非常に大きな
シェアを持っているけれども、大手企業のOEMで販売してお
り上場は考えていないという企業様が多くあります。しかしそ
ういった企業様には、ぜひ自信を持ってご自分たちも上場を目
指し、自社ブランドを築いてステータスを上げていっていただき
たい。それが地域のブランド力の強化、地域経済の発展にも
つながっていきますから、私どもはそのお手伝いをしたいと思
っているのです。

南九州の地では、企業の発展と地域の活性化がダイレクト
につながっていますね。
海ヶ倉　まさしく上場支援は「地域貢献」であると思っていま
す。上場して企業が成長すると、雇用が創出され、地域の
中でシンボリックな存在になって地域発展の起爆剤にもなって
いただけるでしょう。ですから我々がJ-Adviserの資格を取得
したことで、経営者の皆様に上場を身近に感じていただける
ようになってきたことは、非常に大きな意味を持っているのです。

潜在的なターゲット企業数は何社ぐらいありそうですか？
 海ヶ倉　いま主だったところでは、熊本と鹿児島で10社ずつ
ぐらい頻繁にお伺いしてお話させていただいています。もう上

場準備に取りかかっている企業様も４社あります。当面の目標
としては、向こう3年で1社目のTPM上場企業を輩出したい
と考えています。その後は、年間2社程度の企業をTPMに

上場していただけるよう尽力してまいります。

今後の活動を教えてください。
  白坂　まずはIPOやTPMの啓蒙活動が中心ですが、熊
本市や鹿児島市など中心部だけでなく、周辺の市町村や島
嶼部、山間部においてもセミナーや勉強会を開催していきた
いと思っています。そうした地域にこそ光る企業があると思い
ますので、私どもとしては、特定投資家の皆様に地方の光る
企業をご紹介して投資機会を提供したいと考えています。
　また鹿児島県においては、県や監査法人と連携して「鹿
児島IPOプロジェクト」を発足させ、IPOに関するセミナーを
開催しています。約半年間に渡るカリキュラムですが、2023
年は約30社が参加されました。2024年も同様の企画を8月
から行っております。
 海ヶ倉　私どもはTPMを、地方企業が上場を目指すうえで
の最初のステップと捉えており、お客様が希望された場合は
一般市場へのステップアップ上場への挑戦も積極的にサポー
トしていきたいと考えています。そのために弊社では、引受業
務ができるよう体制を整えているところです。上場された企業
様の株式は、やはり地元の方にも知っていただいて持ってい
ただきたいと考えていますので。
　お客様の挑戦するフィールドが全国や海外に広がっても、

サポートする会社は傍にいて欲しいと思われるお客様は多い
ですから、私どもは地元で企業様に寄り添ってともに発展を目
指したいと思っています。九州の北は佐賀銀行さんが
J-Adviserを取得され、南は我 と々いう体制が整いました。
TPMへの上場は雲の上の存在ではなく、「地元でもできます
よ」と地域の皆さんを鼓舞して、ともに九州を盛り上げていき
たいと思っています。
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向こう3年で1社、その後、年2社の上場を目指す

南九州の地でIPO支援を始めた経緯を教えてください。
 海ヶ倉　弊社は、肥後銀行と鹿児島銀行が経営統合して立
ち上げた九州フィナンシャルグループ（九州FG）の一員とし
て2017年に設立されました。九州FGの目的は、熊本県、
鹿児島県、宮崎県の南九州一帯の「地域の価値を共創する」
ことです。地域経済の発展なくして我々の存在はありません
から、地域の企業に発展していただく仕組みとして『証券会社』
を作ることは、グループ設立当初から計画されていました。そ
れも経営陣が考えたのは、主幹事証券として引受業務ができ
る証券会社にすることです。ですから我々は、設立後すぐに
上場支援の体制づくりに取りかかりました。

上場支援のノウハウはどのように取得したのですか。
海ヶ倉　銀行業務でもファイナンスで事業活性化のお手伝い

 海ヶ倉　白坂を含む二人が、大手証券会社で2年半勉強し
て戻ってきた2020年、「法人ソリューション室」を発足させて
IPO支援業務をスタートしました。この頃からTOKYO PRO 
Market(以下TPM)のJ-Adviserの取得は考えておりまして、
資格取得の要件を満たすためにもう一人、大手証券会社の
「公開引受部」に出向させました。この三人目が戻ってきたと
ころでJ-Adviserの申請に向けた準備を開始しました。

地銀系の証券会社がIPO支援の体制づくりを行うのは大変
なのですね。
 海ヶ倉　上場のインフラもプレーヤーも大都市に集中している
ので、地方の金融機関がIPO支援を行うためには、人材育
成と体制づくりにコストも時間もかかるのです。しかし地域を活
性化させていくためには、まず自分たちが力をつけなければ支
援も何もできません。南九州全体の価値を上げるために、我々
が率先して進めるべきプロジェクトとして取り組んできました。

TPMへの上場はどのような企業にお勧めしようと考えていま
すか。
 海ヶ倉　弊社の事業基盤である熊本県、鹿児島県、宮崎
県に本社を有する企業で、長い歴史を持つレガシー企業から
成長性を有するベンチャー企業まで幅広に対象としています。

南九州の企業にはどのような特徴がありますか。
 白坂　南九州は水産業や畜産業といった業種が多くあり、
年商50億円以上の加工業社やECを含めた販売業社が多
数存在しています。特に事業規模に制限は設けていません
が、全国に拠点を広げたい、製品を売りたいといった企業様
をターゲットに考えています。上場を通じて、熊本や鹿児島・
宮崎の食材や製品が全国や海外に広まって欲しいと我 も々思
っているのです。
　企業の特徴としてはやはりレガシー企業が多く、南九州には
ポテンシャルのある企業様がたくさんあります。ただ地方はどこ
もそうだと思いますが、徐々にシュリンクしていく中で生き残りを

かけて変化していかなければなりません。レガシー企業は事業
承継や知名度に課題を抱えていることが多いので、そうした
企業様にこそTPMを目指していただきたいと考えています。

レガシー企業はオーナー経営者が多いと思いますが、IPO
に興味を示していただけますか？ 
  白坂　事業承継の延長線上でIPOという選択肢をお話し
すると、興味を持っていただけることが多いです。それも、ル
ールを明確にする、マニュアルを作るといったIPOのプロセス
に関心を示されます。社長さんから次世代に事業継承すると
きに、同じ苦労はさせたくない、明確なルールや組織を作った
上で引き継ぎたいというお考えなのでしょう。また「先代よりさ
らに発展していくためには何をすれば良いか」と考える経営
者さんにとっても、その答えがIPOのプロセスの中に多く含ま
れているのだと思います。「上場するかはわからないけれど内
部統制を整えたい」、「いつでも上場できる体制の会社にした
い」といったお言葉がいただけると、非常に手応えを感じます。

J-Adviserとしての九州FG証券さんの強みをお話いただけ
ますか。
海ヶ倉　弊社の強みは、大きく２点あります。一つは地域に

根ざした証券会社であることです。地域の中でポテンシャルの
ある企業を掘り起こし、身近でサポートできるのが我々の一番
の強みだと思います。企業様にとっても、地元の肥後銀行、

はしますが、上場に向けてのスキームとは大きな違いがありま
す。ですから上場支援については、人材育成から始める必
要がありました。そこで大手証券会社の経験者を採用するこ
とも検討しましたが、私どもとしては銀行業務をよく理解したプ
ロパー行員を専門家に育てたいと考え、肥後銀行出身者と鹿
児島銀行出身者から一人ずつ、それぞれ異なる大手証券会
社に出向派遣しました。そのうちの一人が白坂です。
  白坂　銀行出身の私にとって、大手証券会社への出向はと
ても新鮮でした。出向先では「引受審査部」で上場審査を
させていただいて、財務だけでなく、コーポレート・ガバナン
スや内部統制を審査するところが大きな学びでした。銀行業
務における融資に関する審査は、財務などの定量面が中心
ですが、上場審査においては、社内規程が整備されているか、
有効に運用されているかといった定性的な側面を重点的に審

査いたします。企業様が成長していくのに何か障害があると
したら、そういったところに原因があるのかもしれないと気づく
ようになり、我々のキャパシティも広がったと思います。

鹿児島銀行とお取引をいただき、その延長線としてお付き合
いいただけるので、上場に対する敷居を低く感じていただけ
ると思います。
　もう一つは、九州FGのグループ力です。地域経済の悩み
は千差万別で、事業承継や人材不足、販路拡大、DX支
援など様々です。そういった課題に、弊社一社では解決でき
なくてもグループ全社を挙げれば解決できることも多くあります
ので、この力をフル活用していただきたいと思っています。

 J-Adviserがすぐそばにいて上場支援をしてくれるのは心強
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としては、向こう3年で1社目のTPM上場企業を輩出したい
と考えています。その後は、年間2社程度の企業をTPMに

上場していただけるよう尽力してまいります。

今後の活動を教えてください。
  白坂　まずはIPOやTPMの啓蒙活動が中心ですが、熊
本市や鹿児島市など中心部だけでなく、周辺の市町村や島
嶼部、山間部においてもセミナーや勉強会を開催していきた
いと思っています。そうした地域にこそ光る企業があると思い
ますので、私どもとしては、特定投資家の皆様に地方の光る
企業をご紹介して投資機会を提供したいと考えています。
　また鹿児島県においては、県や監査法人と連携して「鹿
児島IPOプロジェクト」を発足させ、IPOに関するセミナーを
開催しています。約半年間に渡るカリキュラムですが、2023
年は約30社が参加されました。2024年も同様の企画を8月
から行っております。
 海ヶ倉　私どもはTPMを、地方企業が上場を目指すうえで
の最初のステップと捉えており、お客様が希望された場合は
一般市場へのステップアップ上場への挑戦も積極的にサポー
トしていきたいと考えています。そのために弊社では、引受業
務ができるよう体制を整えているところです。上場された企業
様の株式は、やはり地元の方にも知っていただいて持ってい
ただきたいと考えていますので。
　お客様の挑戦するフィールドが全国や海外に広がっても、

サポートする会社は傍にいて欲しいと思われるお客様は多い
ですから、私どもは地元で企業様に寄り添ってともに発展を目
指したいと思っています。九州の北は佐賀銀行さんが
J-Adviserを取得され、南は我 と々いう体制が整いました。
TPMへの上場は雲の上の存在ではなく、「地元でもできます
よ」と地域の皆さんを鼓舞して、ともに九州を盛り上げていき
たいと思っています。
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南九州の地でIPO支援を始めた経緯を教えてください。
 海ヶ倉　弊社は、肥後銀行と鹿児島銀行が経営統合して立
ち上げた九州フィナンシャルグループ（九州FG）の一員とし
て2017年に設立されました。九州FGの目的は、熊本県、
鹿児島県、宮崎県の南九州一帯の「地域の価値を共創する」
ことです。地域経済の発展なくして我々の存在はありません
から、地域の企業に発展していただく仕組みとして『証券会社』
を作ることは、グループ設立当初から計画されていました。そ
れも経営陣が考えたのは、主幹事証券として引受業務ができ
る証券会社にすることです。ですから我々は、設立後すぐに
上場支援の体制づくりに取りかかりました。

上場支援のノウハウはどのように取得したのですか。
海ヶ倉　銀行業務でもファイナンスで事業活性化のお手伝い
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て戻ってきた2020年、「法人ソリューション室」を発足させて
IPO支援業務をスタートしました。この頃からTOKYO PRO 
Market(以下TPM)のJ-Adviserの取得は考えておりまして、
資格取得の要件を満たすためにもう一人、大手証券会社の
「公開引受部」に出向させました。この三人目が戻ってきたと
ころでJ-Adviserの申請に向けた準備を開始しました。

地銀系の証券会社がIPO支援の体制づくりを行うのは大変
なのですね。
 海ヶ倉　上場のインフラもプレーヤーも大都市に集中している
ので、地方の金融機関がIPO支援を行うためには、人材育
成と体制づくりにコストも時間もかかるのです。しかし地域を活
性化させていくためには、まず自分たちが力をつけなければ支
援も何もできません。南九州全体の価値を上げるために、我々
が率先して進めるべきプロジェクトとして取り組んできました。

TPMへの上場はどのような企業にお勧めしようと考えていま
すか。
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県に本社を有する企業で、長い歴史を持つレガシー企業から
成長性を有するベンチャー企業まで幅広に対象としています。

南九州の企業にはどのような特徴がありますか。
 白坂　南九州は水産業や畜産業といった業種が多くあり、
年商50億円以上の加工業社やECを含めた販売業社が多
数存在しています。特に事業規模に制限は設けていません
が、全国に拠点を広げたい、製品を売りたいといった企業様
をターゲットに考えています。上場を通じて、熊本や鹿児島・
宮崎の食材や製品が全国や海外に広まって欲しいと我 も々思
っているのです。
　企業の特徴としてはやはりレガシー企業が多く、南九州には
ポテンシャルのある企業様がたくさんあります。ただ地方はどこ
もそうだと思いますが、徐々にシュリンクしていく中で生き残りを

かけて変化していかなければなりません。レガシー企業は事業
承継や知名度に課題を抱えていることが多いので、そうした
企業様にこそTPMを目指していただきたいと考えています。

レガシー企業はオーナー経営者が多いと思いますが、IPO
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きに、同じ苦労はさせたくない、明確なルールや組織を作った
上で引き継ぎたいというお考えなのでしょう。また「先代よりさ
らに発展していくためには何をすれば良いか」と考える経営
者さんにとっても、その答えがIPOのプロセスの中に多く含ま
れているのだと思います。「上場するかはわからないけれど内
部統制を整えたい」、「いつでも上場できる体制の会社にした
い」といったお言葉がいただけると、非常に手応えを感じます。

J-Adviserとしての九州FG証券さんの強みをお話いただけ
ますか。
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す。ですから上場支援については、人材育成から始める必
要がありました。そこで大手証券会社の経験者を採用するこ
とも検討しましたが、私どもとしては銀行業務をよく理解したプ
ロパー行員を専門家に育てたいと考え、肥後銀行出身者と鹿
児島銀行出身者から一人ずつ、それぞれ異なる大手証券会
社に出向派遣しました。そのうちの一人が白坂です。
  白坂　銀行出身の私にとって、大手証券会社への出向はと
ても新鮮でした。出向先では「引受審査部」で上場審査を
させていただいて、財務だけでなく、コーポレート・ガバナン
スや内部統制を審査するところが大きな学びでした。銀行業
務における融資に関する審査は、財務などの定量面が中心
ですが、上場審査においては、社内規程が整備されているか、
有効に運用されているかといった定性的な側面を重点的に審

査いたします。企業様が成長していくのに何か障害があると
したら、そういったところに原因があるのかもしれないと気づく
ようになり、我々のキャパシティも広がったと思います。

鹿児島銀行とお取引をいただき、その延長線としてお付き合
いいただけるので、上場に対する敷居を低く感じていただけ
ると思います。
　もう一つは、九州FGのグループ力です。地域経済の悩み
は千差万別で、事業承継や人材不足、販路拡大、DX支
援など様々です。そういった課題に、弊社一社では解決でき
なくてもグループ全社を挙げれば解決できることも多くあります
ので、この力をフル活用していただきたいと思っています。

 J-Adviserがすぐそばにいて上場支援をしてくれるのは心強
いですね。
海ヶ倉　私どもが一番感じてきたことは、南九州の地では「上
場」が雲の上のことのように遠く感じるということです。地方
企業にとって上場はとてもハードルが高く、そこまで考えていら
っしゃらない企業がほとんどなのです。
　ですから私どもの役目は、「IPOとは何ぞや」といったレク
チャーをして、TPMという身近な上場市場があって「皆様の
会社も目指せますよ」とお話することなのです。そうしてはじ

めて「可能性があるんだ」と現実味を持っていただけます。
実際、鹿児島では、原材料や製品の供給では非常に大きな
シェアを持っているけれども、大手企業のOEMで販売してお
り上場は考えていないという企業様が多くあります。しかしそ
ういった企業様には、ぜひ自信を持ってご自分たちも上場を目
指し、自社ブランドを築いてステータスを上げていっていただき
たい。それが地域のブランド力の強化、地域経済の発展にも
つながっていきますから、私どもはそのお手伝いをしたいと思
っているのです。

南九州の地では、企業の発展と地域の活性化がダイレクト
につながっていますね。
海ヶ倉　まさしく上場支援は「地域貢献」であると思っていま
す。上場して企業が成長すると、雇用が創出され、地域の
中でシンボリックな存在になって地域発展の起爆剤にもなって
いただけるでしょう。ですから我々がJ-Adviserの資格を取得
したことで、経営者の皆様に上場を身近に感じていただける
ようになってきたことは、非常に大きな意味を持っているのです。

潜在的なターゲット企業数は何社ぐらいありそうですか？
 海ヶ倉　いま主だったところでは、熊本と鹿児島で10社ずつ
ぐらい頻繁にお伺いしてお話させていただいています。もう上

場準備に取りかかっている企業様も４社あります。当面の目標
としては、向こう3年で1社目のTPM上場企業を輩出したい
と考えています。その後は、年間2社程度の企業をTPMに

上場していただけるよう尽力してまいります。

今後の活動を教えてください。
  白坂　まずはIPOやTPMの啓蒙活動が中心ですが、熊
本市や鹿児島市など中心部だけでなく、周辺の市町村や島
嶼部、山間部においてもセミナーや勉強会を開催していきた
いと思っています。そうした地域にこそ光る企業があると思い
ますので、私どもとしては、特定投資家の皆様に地方の光る
企業をご紹介して投資機会を提供したいと考えています。
　また鹿児島県においては、県や監査法人と連携して「鹿
児島IPOプロジェクト」を発足させ、IPOに関するセミナーを
開催しています。約半年間に渡るカリキュラムですが、2023
年は約30社が参加されました。2024年も同様の企画を8月
から行っております。
 海ヶ倉　私どもはTPMを、地方企業が上場を目指すうえで
の最初のステップと捉えており、お客様が希望された場合は
一般市場へのステップアップ上場への挑戦も積極的にサポー
トしていきたいと考えています。そのために弊社では、引受業
務ができるよう体制を整えているところです。上場された企業
様の株式は、やはり地元の方にも知っていただいて持ってい
ただきたいと考えていますので。
　お客様の挑戦するフィールドが全国や海外に広がっても、

サポートする会社は傍にいて欲しいと思われるお客様は多い
ですから、私どもは地元で企業様に寄り添ってともに発展を目
指したいと思っています。九州の北は佐賀銀行さんが
J-Adviserを取得され、南は我 と々いう体制が整いました。
TPMへの上場は雲の上の存在ではなく、「地元でもできます
よ」と地域の皆さんを鼓舞して、ともに九州を盛り上げていき
たいと思っています。

J-Adviser
東証に代わって

上場適格性の調査・確認を実施

肥後銀行
鹿児島銀行

九州FG証券


